
 

 

 
 

 

クローバーがつなぐ輪 
 

教頭 諸岡 美佳  

 この「クローバー」を手にとって読み進めてくださり、ありがとうございます。 

本校では、ロービジョン支援センターの業務を全教職員で進め、見えない・見えにくさを

抱えていらっしゃる方々やその御家族、学校・職場などへの支援を行っています。今年度も、

電話や来談を通して、お一人お一人の見え方について、不安に感じていることや気になって

いることなどをお聞きし、一緒に考える歩みを続けてきました。 

併せて、サテライト教室やセンター教室等を運営し、弱視特別支援学級がある県内の学校

や担任の先生方から多くの御協力をいただきながら、指導・支援の在り方について深める場

となっています。「秋田県版スマートサイト」では、本校が事務局となり、秋田県眼科医会、

秋田山王ライオンズクラブをはじめ、医療、福祉、労働、教育が連携し、視覚に障害のある

方々への細やかな支援を目指しています。サマースクールやちびっこサマースクール、あい

サポート合同講座では、互いに交流しながら、よりよい環境づくりについて学ぶ機会となっ

ています。 

たくさんの方々とつながりをもちながら、よりよい生活に結び付く情報を得て、発信でき

る本校でありたいと思っております。 

クローバー（シロツメクサ）の花言葉に「幸福」、四つ葉のクローバーの花言葉には「幸運」

とあるように、本校の「クローバー」に、さらに見つけてよかったという気持ちをもってい

ただきたいという思いを込め、さらに連携の和が広がることを願い、次号の「クローバー」

につなげてまいります。 
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「あれ？リモコンが見当たらない。同じ場所に置いたはずなのに・・・」。視覚障害

者は、リモコンの位置を変えたなど些細な変化でも困ってしまうことがあります。しか

し、ちょっと工夫することで、互いが過ごしやすい空間にすることができます。 

今回は、視覚障害者が過ごしやすい空間を作るための工夫に焦点をあてて、紹介した

いと思います。年末の大掃除をする際などに、参考にしてみてはいかがでしょうか。 

まず、始めにすべきことはルールを決めること！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「例えばその１・・・」 

ものの置き場が決められていることで、使いたい物がどこにあるのかが分かりやすく

なるだけでなく、整理整頓にもつながります。一見、適当に置いてあるように見えるテ

ーブルの上のリモコンも、見えない、見えにくい人は覚えやすく、使いやすい位置に置

いています。家具の配置やものの置き場を変えるときには、分かりやすい場所を相談し

て、置き場を決めると安心です。 

そして、変えた場所をすぐに伝えたり、確認したりすることが大事です。 

 

「例えばその２・・・」 

見えない、見えにくい人も慣れた場所では、自由に動くことができます。それは、こ

れまでの感覚で安全だと分かっているからです。しかし、ちょっとした変化で、安全に

そして自由に動くことができなくなってしまいます。例えば、部屋をきれいにして、好

意で棚やテーブルに花を添えた花瓶を置いたとします。しかし、置いたことを伝えてい

ないと、ないものとして行動するため、ぶつかって倒してしまうことがあります。置い

た物や場所を伝えたり、一緒に置いた場所を確認したりすることで回避し、安全に過ご

すことができます。 

上記の３点のポイントを守ることが、「安全で」「安心で」「快適な暮らし」 

につながります。ぜひ参考にしてください。 

 

（文責：水谷亨） 

視覚障害者の生活 ～部屋の空間編～ 

 

２．勝手に物を動かさない！ 

１．使った物は同じ場所に戻す！ 

３．移動したら必ず伝える！ 
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盲人用卓球として、昭和初期から行われていた盲人用の

スポーツです。ボールは、内部にボールベアリングなどの

小さな玉を入れ、転がるときに音が出るようになっていま

す。ラケットはラバーの付いていないものを用い、ネット

の下をくぐらせてボールを打ち合います。卓球台の選手側

半分には、コの字型に枠が付いていて、ボールが枠に跳ね

返ると打った側の得点になりますが、枠を飛び越したり枠

の前で下に落ちたりすると、守り側の得点になります。 

 

視覚障害者のスポーツを知っていますか？ 
 

 視覚障害者のスポーツは、視覚障害者同士、または視覚障害者と晴眼者が一緒に楽しめる

ように作られた障害者スポーツです。パラリンピックでは、陸上競技をはじめ、競泳、柔道、

自転車、ゴールボール、サッカー、セーリング、馬術、スキーに視覚障害のあるアスリート

が出場します。視覚障害者は、音を手がかりにプレーするため、試合中は静かにしているの

がエチケットになっています。 

 ここでは、本校の部活動や体育授業で実施しているサウンドテーブルテニス（STT）とブ

ラインドテニスについて紹介します。 

 

  ○サウンドテーブルテニス（ＳＴＴ） 

                

                

                

                

                

 

               

               

   

○ブラインドテニス 

               

                 

                 

                 

  

                 

                 

                 

 今回ご紹介した２競技については、それぞれ秋田市で活動しているクラブがあります。興味のあ

る方や参加ご希望の方は、次の事務局までお問い合わせください。 

 

〈秋田県サウンドテーブルテニスクラブ〉 

 県心身障害者総合福祉センターにて、週３回程度練習を行っています。 

 TEL：０１８－８４５－６３３２ 事務局：佐々木達夫 

〈すまいるあきた（ブラインドテニス）〉 

 県心身障害者総合福祉センターにて、主に日曜日に活動しています。 

 TEL：０９０－７７９２－８２９９ 代表：小松由佳 

 

（文責：今井理） 

１９８４年日本発祥のスポーツです。埼玉県立特別支援学

校塙保己一学園（埼玉県立盲学校）高等部普通科の生徒が発

案しました。当初は視覚ハンディキャップテニスと呼ばれて

いました。音の出るスポンジボールを用います。視覚障害者

が行う他の多くの球技とは異なり、地面や床を転がすのでは

なく、空中を飛んでくるボールを打つ３次元のスポーツで

す。全盲は３バウンドまでに返球、弱視は視力や視野に応じ

て１バウンドから３バウンドで返球します。国際ブラインド

テニス協会は、ブラインドテニスがパラリンピックの正式種

目となるように熱心に活動を続けています。 
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オススメの一冊！ 
 

 今回は、視覚障害のある幼児児童生徒と一緒に遊んだり、勉強したりする周りの友達に視覚障害

を知ってもらえるような書籍を紹介します。子どもたちが一緒に遊んだり、勉強をしたりする中で

どのように関わったらよいのか、周囲の子どもたちが「見えにくいときには、こうしたらいいのか

な？」など、友達について考えるきっかけになればと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文責：藤井 優香） 

 

 

 

 

 

御相談のお問い合わせは 

       秋田県立視覚支援学校 ロービジョン支援センターへ御連絡ください。 

       相談支援担当  長崎雪子・渡部麗子・銭谷寿・佐藤友紀子 

     〒０１０－１４０９ 秋田県秋田市南ケ丘一丁目１番１号 

     ＴＥＬ ０１８－８８９－８５７１  ＦＡＸ ０１８－８８９－８５７５ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この本では、見えない、見えにくい友達が学校生活の中で起こり得る事例を基に、視

覚障害がどんな障害かについて分かりやすく紹介しています。 

１ページ目には、見えない、見えにくい友達が授業や学校生活の場面でどのようなこ

とに困っているか、何が起きたのかについて書かれています。 

２ページ目には、なぜそのようなことが起こったのか原因を説明したり、そのときの

周囲の様子を伝えたりする内容が書かれています。見えない、見えにくい友達の状況を

理解することができるような知識が書かれています。 

３ページ目には、学校でできる工夫を紹介しています。友達のためにどのようにした

らよいかについて書かれており、具体的な対応の仕方を学ぶことができます。 

 様々な見え方の友達の例があり、友達のことを知るきっかけになると思います。見え

ない、見えにくいことに関心のある方は、読んでみてはいかがでしょうか。 

   

発達と障害を考える本⑩ 

 ふしぎだね！？ 視覚障害のおともだち 

監修者 千田 耕基 
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